
書

き

出

し

を

工

夫

し

よ

う

(1)

 

 

目

標 

    

課

題

 

次

の

条

件

で

文

章

を

書

く

と

き

、

Ａ

か

ら

Ｈ

の

ど

の

書

き

出

し

が

良

い

だ

ろ

う

。 

 

一

、

来

年

度

の

一

年

生

に

向

け

て

、

鎌

倉

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

作

る

。 

二

、

鎌

倉

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

で

、

特

に

印

象

に

残

っ

た

「

大

仏

」

に

つ

い

て

の

文

章

を

書

く

。 

三

、

三

～

四

百

字

程

度

で

、

「

書

き

出

し

」

と

「

伝

え

た

い

こ

と

」

の

二

段

落

構

成

と

す

る

。 

                      

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

 

 

鎌

倉

の

高

徳

院

に

は

大

き

な

大

仏

が

あ

り

ま

す

。

高

さ

が

11

メ

ー

ト

ル

、

重

さ

が

121

ト

ン

も

あ

り

ま

す

。

七

百

年

以

上

前

に

作

ら

れ

ま

し

た

。

建

物

の

中

で

は

な

く

、

外

に

あ

り

ま

す

。 

 

高

さ

11

メ

ー

ト

ル

の

巨

大

な

大

仏

。

間

近

で

見

上

げ

て

い

る

と

、

首

が

痛

く

な

っ

て

き

た

。

日

差

し

が

強

く

て

、

額

を

汗

が

伝

っ

た

。

自

分

が

と

て

も

小

さ

く

感

じ

ら

れ

た

。 

 

人

が

ず

い

ぶ

ん

と

小

さ

く

見

え

る

。

青

空

の

下

、

周

囲

の

木

々

に

囲

ま

れ

て

、

そ

れ

は

ど

っ

し

り

と

座

っ

て

い

た

。

高

徳

院

の

、

い

わ

ゆ

る

「

鎌

倉

大

仏

」

だ

。 

 

鎌

倉

の

大

仏

は

高

徳

院

と

い

う

お

寺

に

あ

っ

て

、

作

ら

れ

た

の

は

七

百

年

以

上

前

で

、

高

さ

が

11

メ

ー

ト

ル

、

重

さ

が

121

ト

ン

も

あ

る

大

き

な

大

仏

で

、

国

宝

に

指

定

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 

鎌

倉

と

い

え

ば

、

何

を

思

い

浮

か

べ

ま

す

か

。

鎌

倉

幕

府

、

鶴

岡

八

幡

宮

、

由

比

ヶ

浜

、

鳩

サ

ブ

レ

―

…

…

。

色

々

あ

る

中

で

、

私

が

最

も

興

味

を

も

っ

た

の

は

大

仏

で

す

。 

 

高

徳

院

は

、

神

奈

川

県

鎌

倉

市

長

谷

に

あ

る

浄

土

宗

の

寺

院

で

す

。

本

尊

は

「

鎌

倉

大

仏

」

「

長

谷

の

大

仏

」

と

し

て

知

ら

れ

る

阿

弥

陀

如

来

像

で

す

。 

 

青

空

の

下

に

ど

っ

し

り

と

座

る

、

高

さ

11

メ

ー

ト

ル

の

鎌

倉

大

仏

。

七

百

年

以

上

の

昔

に

、

こ

の

よ

う

に

大

き

な

大

仏

が

、

い

っ

た

い

ど

の

よ

う

に

作

ら

れ

た

の

で

し

ょ

う

か

。 

 

私

た

ち

の

班

は

、

佐

助

稲

荷

を

参

拝

し

た

後

に

、

大

仏

ハ

イ

キ

ン

グ

コ

ー

ス

を

歩

き

ま

し

た

。

か

な

り

険

し

い

山

道

を

一

時

間

ほ

ど

歩

き

、

高

徳

院

の

門

を

く

ぐ

る

と

、

大

仏

が

見

え

て

き

ま

し

た

。 

書

き

出

し

の

文

章 

        

特

徴 

        

評

価 

調

べ

た

こ

と

や

体

験

し

た

こ

と

、

考

え

た

こ

と

な

ど

を

文

章

に

ま

と

め

る

と

き

の

、

効

果

的

な

書

き

出

し

方

を

考

え

る

。

 

   

見

出

し 

   

第

一

段

落

（

書

き

出

し

） 

   

第

二

段

落

（

伝

え

た

い

こ

と

） 

 

・

間

近

で

見

た

大

仏

の

大

き

さ 

 

・

大

仏

の

中

は

空

洞

で

、

中

に

入

っ

た

こ

と 

 

・

大

仏

の

作

ら

れ

方 

 

（

型

に

銅

を

流

し

込

ん

で

作

ら

れ

た

） 



書

き

出

し

を

工

夫

し

よ

う

(2)

 

 

目

標 

    

課

題

 

書

き

出

し

を

工

夫

し

て

、

学

校

紹

介

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

の

原

稿

を

作

ろ

う

。 

 

一

、

来

年

度

の

一

年

生

に

向

け

て

、

学

校

紹

介

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

作

る

。 

※ 

入

学

が

楽

し

み

に

な

る

よ

う

な

題

材

を

選

ぼ

う

。 

二

、

三

～

四

百

字

程

度

で

、

「

書

き

出

し

」

と

「

伝

え

た

い

こ

と

」

の

二

段

落

構

成

と

す

る

。 

三

、

前

回

の

授

業

で

習

っ

た

、

書

き

出

し

方

の

い

ず

れ

か

を

使

う

。 

  

選

ん

だ

テ

ー

マ 

    

伝

え

た

い

こ

と 

     

書

き

出

し

の

型 
 

 
 
 
 

 

こ

の

型

の

特

徴 

       

                               

工

夫

し

た

こ

と

（

書

き

出

し

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

文

章

全

体

） 

      

調

べ

た

こ

と

や

体

験

し

た

こ

と

、

考

え

た

こ

と

な

ど

を

文

章

に

ま

と

め

る

と

き

の

、

効

果

的

な

書

き

出

し

方

を

身

に

付

け

る

。

 

  

型

 

 

 

見

出

し 

   

第

一

段

落

（

書

き

出

し

） 

         

第

二

段

落

（

伝

え

た

い

こ

と

） 


